






1.研究の必要性と目的 

厚生省の母子保健事業としてのマススクリーニングは先天代謝異常症昭和 52 年、クレチン

症昭和 54 年,神経芽細胞腫昭和 60 年より各々全国実施された。 

これらのスクリーニングに関する研究は昭和 58 年「マススクリーニングシステムに関する

研究」として組織され、3年間で一定の成果をあげ終了した。昭和 61 年より「マススクリ

ーニングに関する研究」班として改組された。以上の経過は昭和 61 年度の研究報告書に記

載した通りである。本研究班は,先天代謝異常,クレチン症,神経芽細胞腫の各領域の研究者

によって構成されることになった。 

本研究の目的は下記の如くである。 

(1)スクリーニングの成果を確認し,本事業によって発生した新しい問題に対処する。 

(2)スクリーニング方法の改善について検討する。 

(3)地域差を考慮し,スクリーニングシステムを円滑に運営し,確実に実施されるように検

討する。 

(4)新しい病態が解明しつつあるので,診断治療の見直しをする。 

(5)スクリーニングで発見,治療された例について長期治療成績を追跡調査する。 


